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(54)【発明の名称】 データ送出回路及び画情報表示装置

(57)【要約】
【課題】  ＬＣＤ等の表示デバイスへの表示データの伝
送において、表示用画素データの変化による信号ライン
の変化量を少さくし、消費電力を低減できるデータ送出
回路及び画情報表示装置を提供する。
【解決手段】  表示デバイスに表示される複数ビットか
ら構成される現画素データと１つ前の画素データを比較
して変化ビットから構成される差分データを抽出する差
分抽出部と、前記表示デバイスへ前記現画素データ又は
前記表示デバイスで復元される前記差分データを選択的
に出力するデータ切替え部とを備える。



(2) 特開２００３－２６３１３５

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示デバイスに表示される複数ビットか
ら構成される現画素データと１つ前の画素データを比較
して変化ビットから構成される差分データを抽出する差
分抽出部と、
前記表示デバイスへ前記現画素データ又は前記表示デバ
イスで復元される前記差分データを選択的に出力するデ
ータ切替え部とを備えたことを特徴とするデータ送出回
路。
【請求項２】  現画素データと差分データのそれぞれに
ついて、１つ前にデータ切替え部から出力されたデータ
に対する変化ビットを求め、変化の小さい方を前記デー
タ切替え部からの出力データとして選択することを特徴
とする請求項１記載のデータ送出回路。
【請求項３】  表示デバイスに表示される複数ビットか
ら構成される現画素データと１つ前の画素データを比較
して変化ビットから構成される第１の差分データとこの
第１の差分データに対して１つ前の差分データを比較し
て変化ビットから構成される第２の差分データを抽出す
る差分抽出部と、
前記表示デバイスへ前記現画素データ又は前記表示デバ
イスで復元される前記第１の差分データと前記第２の差
分データのいずれか一方の差分データを選択的に出力す
るデータ切替え部とを備えたことを特徴とするデータ送
出回路。
【請求項４】  現画素データと第１の差分データと第２
の差分データのそれぞれについて、１つ前にデータ切替
え部から出力されたデータに対する変化ビットを求め、
最も変化の小さい方を前記データ切替え部からの出力デ
ータとして選択することを特徴とする請求項３記載のデ
ータ送出回路。
【請求項５】  請求項１乃至請求項４のいずれかに記載
のデータ送出回路と、差分データを表示画素データに復
元する差分復元部を設けた表示デバイスとを備えたこと
を特徴とする画情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、携帯電話等に使
用されるＬＣＤ等の表示デバイスへの表示データ伝送に
使用される、データ送出回路及び画情報表示装置に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】図６は従来の表示デバイスとのインタフ
ェースの概略図であり、図において３１は表示デバイス
に表示データを送出する表示データ出力部、３２は表示
用のＬＣＤユニットである。
【０００３】次に動作について説明する。表示データは
表示データ出力部３１からＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ
（青）データとしてそれぞれ１画素８ビット（信号ライ
ン合計２４本）で連続的にＬＣＤユニット３２へ送出さ
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れ、ＬＣＤユニット３２はこの画素データを受信してＬ
ＣＤ画面上に表示する。また、１画素８ビットなので、
１０進表記で「０」（輝度最小）～「２５５」（輝度最
大）でＬＣＤ画面上で表示される各色の明るさの度合い
が変化する。
【０００４】そして、図６のような構成では各画素デー
タの変化がそのまま表示データ出力部３１とＬＣＤユニ
ット３２間の信号ラインに現れる事となる。例えばＲ信
号が１０進表記で「１２７」（２進表記で「０１１１１
１１１」）から＋１され「１２８」（２進表記で「１０
００００００」）とに変わった場合はＲ信号ラインの８
本全てが変化する事となる。
【０００５】また、特開平５－６４０００号公報には、
複数種類の色に対して一定の順序に２進法による数値を
割り当てておき、表示画面上に並んで表示される複数画
素を単位データ群として先頭の画素を２進法による複数
ビットからなる数値により表現し、残りの画素データを
先頭画素又は１つ前の画素との差分であって先頭画素の
ビット数より少ないビット数で表現するというデータ圧
縮を行う技術が記載されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】例えば携帯電話等の表
示デバイスは通常別ユニットとなっており、表示データ
出力部３１はＬＳＩ化される構成であり、この表示デー
タ出力部３１とＬＣＤユニット３２とのインターフェー
ス部分はケーブル等で構成される。そして、表示色の変
化によりこのインターフェース部で各信号ラインの頻繁
な変化（ＯＮ／ＯＦＦ）は表示データ出力部３１の出力
バッファの消費電力が増大するとともに、ケーブルの容
量（キャパシタ）の影響でさらに上記インターフェース
部分での電力消費の増大を引き起こすという問題点があ
った。
【０００７】また、特開平５－６４０００公報に記載さ
れているデータ圧縮技術は、画像メモリを節約するため
のデータ圧縮方法で、各画素毎に表示デバイスとのイン
ターフェース上に現れる表示用画素データの変化による
信号ラインの変化量を小さくしようとしたものではな
い。
【０００８】この発明は上記のような問題点を解決する
ためになされたもので、ＬＣＤ等の表示デバイスへの表
示データの伝送において、表示用画素データの変化によ
る信号ラインの変化量を少さくし、消費電力を低減でき
るデータ送出回路及び画情報表示装置を得る事を目的と
する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１記載のデータ送
出回路は、表示デバイスに表示される複数ビットから構
成される現画素データと１つ前の画素データを比較して
変化ビットから構成される差分データを抽出する差分抽
出部と、前記表示デバイスへ前記現画素データ又は前記
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表示デバイスで復元される前記差分データを選択的に出
力するデータ切替え部とを備えたものである。
【００１０】請求項２記載のデータ送出回路は、現画素
データと差分データのそれぞれについて、１つ前にデー
タ切替え部から出力されたデータに対する変化ビットを
求め、変化の小さい方を前記データ切替え部からの出力
データとして選択するようにしたものである。
【００１１】請求項３記載のデータ送出回路は、表示デ
バイスに表示される複数ビットから構成される現画素デ
ータと１つ前の画素データを比較して変化ビットから構
成される第１の差分データとこの第１の差分データに対
して１つ前の差分データを比較して変化ビットから構成
される第２の差分データを抽出する差分抽出部と、前記
表示デバイスへ前記現画素データ又は前記表示デバイス
で復元される前記第１の差分データと前記第２の差分デ
ータのいずれか一方の差分データを選択的に出力するデ
ータ切替え部とを備えたものである。
【００１２】請求項４記載のデータ送出回路は、現画素
データと第１の差分データと第２の差分データのそれぞ
れについて、１つ前にデータ切替え部から出力されたデ
ータに対する変化ビットを求め、最も変化の小さい方を
前記データ切替え部からの出力データとして選択するよ
うにしたものである。
【００１３】請求項５記載の画情報表示装置は、請求項
１乃至請求項４のいずれかに記載のデータ送出回路と、
差分データを表示画素データに復元する差分復元部を設
けた表示デバイスとを備えたものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】実施の形態１．以下、この発明の
一実施例を図について説明する。図１はこの発明の実施
の形態１におけるデータ送出回路及び画情報表示装置の
ブロック図、図２は図１における各ブロックの入出力信
号タイミング図である。図１において、１１は表示用画
素データを格納するフレームメモリ、１２は現画素デー
タと１つ前の画素データ間の差分を抽出する差分抽出
部、１３はフレームメモリ１１からの画素データをその
ままスルーで出力するか差分抽出部１２からの差分デー
タを出力するかを切替えるデータ切替え部、１４はデー
タ切替え部１３より出力されたデータに基づいて表示を
行うＬＣＤユニット、１５はデータ切替え部１３より出
力された差分データをＬＣＤ表示用の画素データに復元
するＬＣＤユニット１４内の差分復元部である。
【００１５】次に動作について図１、図２を用いて説明
する。図２においてはＲ（赤）データを例に説明する
が、Ｇ（緑）及びＢ（青）データについても同様の動作
となる。まずフレームメモリ１１により表示用画素デー
タがＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）画素データとして１
画素各８ビット（信号ライン合計２４本）で読み出さ
れ、差分抽出部１２とデータ切替え部１３に供給され
る。差分抽出部１２は現画素データと前画素データ間の
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差分を抽出する。画素番号０のＲの値は「１１３」、画
素番号１のＲの値は「１１８」であり、この時の画素番
号１の値と画素番号０の値との差分は「＋５」である。
この差分の絶対値「５」は△Ｒとしてデータ切替え部１
３に、符号「＋」は差分抽出部１２から符号信号として
出力し差分復元部１５にそれぞれ供給される。現画素デ
ータと１つ前の画素データ間の差分を抽出するこの計算
は同様に次の画素番号２と画素番号１との間で行われ、
さらに次は画素番号３と画素番号２との間というように
次々と行われる。
【００１６】また、差分抽出部１２はスルー／差分選択
信号を生成しデータ切替え部１３と差分復元部１５に送
出する。このスルー／差分選択信号は、例えば水平方向
１ラインの表示では、表示画面の左端と右端では通常は
表示色の相関があまりないので、初めの画素をスルー信
号とし、次画素からライン終わりの画素まで差分信号が
選択される。
【００１７】データ切替え部１３にはこのスルー／差分
選択信号が入力され、スルー信号（Ｒ）ならばフレーム
メモリ１１から読み出されたデータＲをそのままスルー
でＳｅｌ－Ｒに出力し、差分信号（△Ｒ）ならば差分抽
出部１２が出力した差分値△ＲをＳｅｌ－Ｒに出力する
切替えを行い、データ切替え部１３の表示データ出力Ｓ
ｅｌ－Ｒが差分復元部１５に供給される。
【００１８】ＬＣＤユニット１４ではデータ切替え部１
３からの表示データと差分抽出部１２からのスルー／差
分選択信号及び符号信号を差分復元部１５で受信し、元
の表示用画素データに復元して実際の表示を行う。以
下、復元の方法を説明する。データ切替え部１３からの
出力Ｓｅｌ－Ｒは画素番号０の時はスルー／差分選択信
号がスルー（Ｒ）指示なので「１１３」が出力される。
次の画素番号１ではスルー／差分選択信号が差分（△
Ｒ）を指示しているので「５」が出力される。またこれ
は「＋５」なので符号信号も（＋）側指示となる。
【００１９】ＬＣＤユニット１４側ではこの逆の処理が
行われる。即ち、画素番号０ではスルー／差分選択信号
がスルー（Ｒ）指示なのでデータ切替え部３からの出力
Ｓｅｌ－Ｒ信号値「１１３」をそのまま表示画素データ
として表示する。画素番号１ではスルー／差分選択信号
が差分（Ｒ）を指示しているのでＳｅｌ－Ｒからの出力
「５」と符号信号「＋」から、１つ前の表示画素データ
「１１３」に「５」を足した「１１８」を算出し、この
「１１８」を表示画素データして表示する。以降の画素
も同様の処理を行い表示画素データを算出して表示を行
っていく。
【００２０】ここで画素番号４と画素番号５を例にとっ
て見ると、フレームメモリ１１からの表示用画素データ
は、画素番号４では「１２７」（２進表記で０１１１１
１１）、画素番号５では「１２８」（２進表記で１００
０００００）であり、そのままＳｅｌ－Ｒに出力すれ
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ば、画素番号５の画素データを表示する時は、Ｓｅｌ－
Ｒの信号ライン８本に信号変化が現れる。一方、画素番
号４での差分値は「２」（２進表記で００００００１
０）、画素番号５での差分値は「１」（２進表記で００
０００００１）であり、Ｓｅｌ－Ｒに差分データを出力
すれば、画素番号５の画素データを表示する時は、Ｓｅ
ｌ－Ｒの信号ラインに信号変化が現れるのは２本のみと
なる。
【００２１】以上のように、表示デバイスへ出力する表
示データを、現画素データと１つ前の画素データとの差
分を送るようににしているので、画素間に強い相関のあ
る表示データ列に対するこの差分値は小さい値となり、
表示用画素データの変化による表示デバイスとのインタ
ーフェース部における信号ライン上での１つ前の画素か
らの信号変化を少なくする事ができ、低消費電力化が図
れる。
【００２２】実施の形態２．上記実施の形態１では、差
分抽出部１２は現画素データと１つ前の画素データ間の
差分を抽出するするようにしたものであるが、これに加
えて抽出された差分値に対して更に現在の差分値から１
つ前の差分値の差分（差分の差分）も抽出できるように
した一実施例を示す。
【００２３】図３はこの発明の実施の形態２におけるデ
ータ送出回路及び画情報表示装置のブロック図、図４は
図３における各ブロックの入出力信号タイミング図であ
る。図３において、１１は表示用画素データを格納する
フレームメモリ、２２は現画素データと１つ前の画素デ
ータ間の差分を抽出するとともに、この抽出された差分
値と１つ前に抽出された差分値の差分（差分の差分）を
抽出する差分抽出部、１３はフレームメモリ１１からの
画素データをそのままスルーで出力するか差分抽出部２
２からの差分データを出力するかを切替えるデータ切替
え部、２４はデータ切替え部１３より出力されたデータ
に基づいて表示を行うＬＣＤユニット、２５はデータ切
替え部１３より出力された差分データをＬＣＤ表示用の
画素データに復元するＬＣＤユニット２４内の差分復元
部である。
【００２４】次に動作について図３、図４を用いて説明
する。実施の形態１と同様に差分抽出部２２は、現画素
データから１つ前の画素データ間の差分を抽出するとと
もに、この抽出された差分値と１つ前の差分値の差分
（差分の差分）も抽出する。図４において、画素間の差
分値は（ΔＲ＝現画素－前画素）で示され、更なる差分
の差分は（ΔΔＲ＝現ΔＲ－前ΔＲ）で示される。差分
値なのか、差分の差分値なのかを識別するために新たに
ΔＲ／ΔΔＲ選択信号を差分抽出部２２は生成し差分復
元部２５に出力する。
【００２５】差分値の算出方法は実施の形態１の場合と
同様であり、差分の差分は次のようにして求める。画素
番号１を基準とした画素番号０との差分値は「＋５」で
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ある。同様に画素番号２を基準とした画素番号１との差
分値は「＋４」である。画素番号２のところの差分値
「＋４」から画素番号１のところの差分値「＋５」を引
いた値「－１」が画素番号２の差分の差分値となる。
【００２６】データ切替え部１３からの表示データ出力
列を図４により説明する。データ切替え部１３からの出
力Ｓｅｌ－Ｒは、画素番号０の時はスルー／差分選択信
号がスルー（Ｒ）指示なので「１１３」が出力される。
次の画素番号１ではスルー／差分選択信号が差分（△
Ｒ）を指示し、ΔＲ／ΔΔＲ選択信号がΔＲを指示して
いるので差分値「５」が出力される。次の画素番号２で
はスルー／差分選択信号が差分（△Ｒ）を指示し、ΔＲ
／ΔΔＲ選択信号が差分の差分値（ΔΔＲ）を指示して
いるので「１」が出力される。差分値（ΔＲ）と差分の
差分値（ΔΔＲ）についての符号（＋）又は（－）は差
分抽出部２２から符号信号として出力し差分復元部に供
給される。画素番号３以降についても同様の処理がなさ
れデータ切替え部２３からの表示データが出力されてい
く。
【００２７】ＬＣＤユニット２４ではデータ切替え部１
３からの表示データと差分抽出部２２からのスルー／差
分選択信号、ΔＲ／ΔΔＲ選択信号及び符号信号を差分
復元部２５で受信し、元の表示用画素データに復元して
実際の表示を行う。以下、復元の方法を説明する。画素
番号０ではスルー／差分選択信号がスルー（Ｒ）指示な
のでデータ切替え部１３からのＳｅｌ－Ｒ信号値「１１
３」をそのまま表示画素データとして表示する。画素番
号１ではスルー／差分選択信号が差分（△Ｒ）を指示
し、ΔＲ／ΔΔＲ選択信号がΔＲを指示しているためＳ
ｅｌ－Ｒからの出力値「５」と符号信号「＋」から、１
つ前の表示画素データ「１１３」に「５」を足した「１
１８」を算出してこれを表示画素データとして表示す
る。画素番号２ではスルー／差分選択信号が差分（△
Ｒ）を指示し、ΔＲ／ΔΔＲ選択信号がΔΔＲを指示し
ているためＳｅｌ－Ｒからの出力値「１」と符号信号
「－」から、１つ前の差分値「＋５」に対し「－１」を
施し「＋４」を得る。これが画素番号２を基準とした差
分値となるため１つ前の復元画素値「１１８」に「４」
を足して「１２２」を算出し、この「１２２」を画素番
号２の復元された表示画素データとして表示する。以降
の画素も同様の処理を行い表示画素データを算出して表
示を行っていく。
【００２８】以上のように、表示デバイスへ出力する表
示データを、現画素データと１つ前の画素データとの差
分データと１つ前の差分データの差分（差分の差分）を
送るようにしているので、画素間に強い相関のある表示
データ列に対するこの差分値は更に小さい値となり、表
示用画素データの変化による表示デバイスとのインター
フェース部における信号ライン上での１つ前の画素から
の信号変化を少なくする事ができ、低消費電力化が図れ
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る。
【００２９】実施の形態３．以上実施の形態１および実
施の形態２では、固定的にスルーデータ選択／差分デー
タ選択／差分の差分データ選択というように行っていた
が、現画素データと差分データと差分の差分データのそ
れぞれを１つ前にデータ切替え部１３から出力されたデ
ータと比較して最も変化が小さくなるデータをデータ切
替え部１３の出力データとして適応的に選択するように
差分抽出部２２を構成することもできる。
【００３０】図５は上記のようにした場合の図３におけ
る各ブロックの入出力信号タイミング図である。動作的
には実施の形態の２と同様であるが、画素番号８のとこ
ろでΔＲ／ΔΔＲ選択信号がΔΔＲではなくΔＲを選択
しているところが、データ切替え部１３の出力データが
適応的に選択されている箇所である。画素番号７、画素
番号８、画素番号９について見れば、ΔΔＲのみを選択
した場合はＳｅｌ－Ｒの出力データが１→３→１と変化
するが、画素番号８のところでΔＲを選択することでＳ
ｅｌ－Ｒの出力データは１→１→１となり、出力データ
の変化がなくなっている。
【００３１】以上のように、表示デバイスへ出力する表
示データとしてのスルーデータ／差分データ／差分の差
分データとを適応的に選択するように構成したので、表
示用画素データの変化による表示デバイスとのインター
フェース部における信号ライン上での１つ前の画素から
の信号変化を更に少なくする事ができ、より低消費電力
化が図れる。
【００３２】
【発明の効果】以上のように請求項１記載のデータ送出
回路は、表示デバイスに表示される複数ビットから構成
される現画素データと１つ前の画素データを比較して変
化ビットから構成される差分データを抽出する差分抽出
部と、前記表示デバイスへ前記現画素データ又は前記表
示デバイスで復元される前記差分データを選択的に出力
するデータ切替え部とを備えたことにより、表示デバイ
スへ出力する表示データを、現画素データと１つ前の画
素データとの差分を送るようにしているので、画素間に
強い相関のある表示データ列に対するこの差分値は小さ
い値となり、表示用画素データの変化による表示デバイ
スとのインターフェース部における信号ライン上での１
つ前の画素からの信号変化を少なくする事ができ、低消
費電力化が図れる。
【００３３】また、請求項２記載のデータ送出回路は、
現画素データと差分データのそれぞれについて、１つ前
にデータ切替え部から出力されたデータに対する変化ビ
ットを求め、変化の小さい方を前記データ切替え部から
の出力データとして選択するようにしたので、表示用画
素データの変化による表示デバイスとのインターフェー
ス部における信号ライン上での１つ前の画素からの信号
変化をより少なくする事ができ、低消費電力化が図れ *
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*る。
【００３４】また、請求項３記載のデータ送出回路は、
表示デバイスに表示される複数ビットから構成される現
画素データと１つ前の画素データを比較して変化ビット
から構成される第１の差分データとこの第１の差分デー
タに対して１つ前の差分データを比較して変化ビットか
ら構成される第２の差分データを抽出する差分抽出部
と、前記表示デバイスへ前記現画素データ又は前記表示
デバイスで復元される前記第１の差分データと前記第２
の差分データのいずれか一方の差分データを選択的に出
力するデータ切替え部とを備えたことにより、表示デバ
イスへ出力する表示データを、現画素データと１つ前の
画素データとの差分データと１つ前の差分データの差分
（差分の差分）を送るようにしているので、画素間に強
い相関のある表示データ列に対するこの差分値は更に小
さい値となり、表示用画素データの変化による表示デバ
イスとのインターフェース部における信号ライン上での
１つ前の画素からの信号変化を少なくする事ができ、低
消費電力化が図れる。
【００３５】また、請求項４記載のデータ送出回路は、
現画素データと第１の差分データと第２の差分データの
それぞれについて、１つ前にデータ切替え部から出力さ
れたデータに対する変化ビットを求め、最も変化の小さ
い方を前記データ切替え部からの出力データとして選択
するようにしたので、表示用画素データの変化による表
示デバイスとのインターフェース部における信号ライン
上での１つ前の画素からの信号変化をより少なくする事
ができ、低消費電力化が図れる。
【００３６】また、請求項５記載の画情報表示装置は、
請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のデータ送出回
路と、差分データを表示画素データに復元する差分復元
部を設けた表示デバイスとを備えたことにより、表示用
画素データの変化による表示デバイスとのインターフェ
ース部における信号ライン上での１つ前の画素からの信
号変化を少なくする事ができ、低消費電力化が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態１におけるデータ送出回
路及び画情報表示装置のブロック図である。
【図２】この発明の実施の形態１における入出力信号タ
イミング図である。
【図３】この発明の実施の形態２におけるデータ送出回
路及び画情報表示装置のブロック図である。
【図４】この発明の実施の形態２における入出力信号タ
イミング図である。
【図５】この発明の実施の形態３における入出力信号タ
イミング図である。
【図６】従来の表示デバイスとのインターフェースの概
略図である。
【符号の説明】
１１  フレームメモリ    １２  差分抽出部    １３  
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*１４  ＬＣＤユニット    １５  差分復元部

【図１】

【図２】 【図４】
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